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研究成果の概要（和文）：本研究では、日本語学習者、日本語母語話者の引用の習得過程を明らかにするため
に、参考資料をもとにして書かれた説明文やブックレポート等のテキスト分析を行った。引用規則に関する知識
について検討するために、質問紙調査、インタビュー調査も実施した。調査結果で見られた読解や文章産出時の
つまずきを踏まえて、読解・作文授業を実践し、適切な引用につながるノート指導の手引きやライティング課題
の開発に取り組んだ。

研究成果の概要（英文）：This study investigated the citation practice by learners of Japanese and 
native speakers of Japanese through textual analysis of various reading-writing assignments, such as
 argumentative essay and book reports. We also conducted questionnaires and interviews with both 
international and Japanese students to examine their knowledge of the source use. Based on the 
students’ difficulties found in the study, we implemented reading/writing instruction and developed
 teaching materials for note-taking and source use.

研究分野：日本語教育

キーワード： アカデミック・ライティング　ノートテイキング　読解力　引用表現　言い換え

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
日本語学習者、日本語母語話者の双方にとって引用は非常に困難なものであり、引用規則を知ってはいても、文
章産出時にはしばしば不適切な表記となることが確認された。教師からのコメントや受講生同士のピア・フィー
ドバックにより、出典表記や引用表現の適切性は徐々に改善されるが、引用文献の選択や読み誤りによると思わ
れる問題は残り、学習者が適切に引用ができるようになるには、読解の支援を十分に行うことが重要だと考えら
れた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

学生のレポート・論文における盗用は、大学教育の信頼性に関わり、研究倫理の基盤となる深

刻な問題である。しかし、盗用の原因は倫理観の欠如とは限らず、特に、第二言語の場合には言

語的な難しさが大きく関わっていることが指摘されている（吉村 2013） 

こうした観点から見ると、現在行われている日本語の引用指導には、読解の支援や学習者の習

得メカニズムへの理解が不十分な可能性がある。適切に引用を行うには、参考資料の内容を踏ま

えて、自身の理解表象を構築する必要がある。だが、読解でつまずいた場合には、自分の言葉で

の言い換えができないため、原文の表現に頼らざるをえない。自然な言語産出にはその文脈で定

型的に使用される表現を記憶することも重要であり、どの表現をどの程度という問題はあるが、

表現の借用は言語習得過程の一部とも言える。さらに、このように引用が非常に困難で習得に時

間を要するものであるという認識も、教員の側に不足しているように思われる。文法習得研究で

は、教室で教えた規則（宣言的知識）がすぐに運用（手続き的知識）につながるわけでなく、学

習者の習得には普遍的な過程があることが知られている。引用についても同様の過程が想定さ

れるが、どう教えればよいかを検討するためには、まず、いかに習得されるかを明らかにする必

要がある。 

 

２．研究の目的 

(1)日本語学習者がアカデミック・ライティングにおける引用の留意点についてどのような知識

を持っているか、実際にレポートや説明文等の文章を作成する際にどのように参考資料を用い

ているかを検討し、引用に関する宣言的知識と手続き的知識との関係を明らかにする。 

(2)日本語母語話者の引用知識とレポートにおける引用の調査も行い、日本語学習者の特徴を明

らかにする。 

(3)日本語学習者への読解・言い換え指導により、参考資料からの表現の借用と、引用文の適切

さがどう変化するかを明らかにする。 

(4)上記の調査結果を踏まえ、日本語学習者が適切に参考資料を使用できるよう指導方法を試行

し、教材を開発する。 

 

３．研究の方法 

(1)レポートを課す授業での調査 

①質問紙調査 

 大学・大学院で開講される複数の授業において、日本語学習者、日本語母語話者を対象に質問

紙調査を実施し、引用知識を含むアカデミック・ライティングの意識を尋ねた。 

②テキスト分析とインタビュー調査 

 ①の授業で提出されたレポートについて、引用に用いられた資料を収集して原文と引用文と

の比較を行い、表現の借用と引用の適切性を調査した。このうち同意が得られた日本語学習者、

日本語母語話者を対象に、レポート作成時の困難や執筆意図等を尋ねる半構造化インタビュー

を行い、レポートの特徴とあわせて習得過程を詳細に検討した。 

(2)日本語学習者対象の読解授業での調査 

①読解ノートの分析 

読解授業で行った技能統合課題（読む・書く：読解ノート作成後に説明文を書く、読む-話す：



読解ノート作成後に口頭で説明する）において、日本語学習者がどのようにノートを作成したか

を分析した。 

②筆記報告・口頭報告の分析 

 学習者による筆記報告（説明文の作成）、口頭報告について、それぞれ原文の読解文章からど

のような情報が抽出されているいるか、その情報は正確かどうかといった観点で分析を行った。

①の読解ノートの特徴とも合わせて検討し、読解と産出の過程でどのような困難が見られるか

を検討した。 

(3)指導方法と教材の開発 

上記の調査結果にもとづき、日本語学習者が適切に参考資料を使用できるようになるための

指導方法を試行し、教材を開発した。 

 

４．研究成果 

(1)レポートを課す授業での調査 

①引用に関する質問紙調査を分析した結果、日本語学習者、日本語母語話者ともに、引用の不要

な一般的知識と出典を記すべき情報との区別が困難なことがわかった。直接引用と間接引用の

表記の違いについても理解が不十分な学生が多いことが明らかになった。また、アカデミック・

ライティング能力について尋ねる質問項目では、参考文献の選択や引用に関する知識について

の自己評価が、文章構成やテーマの選択等に関する自己評価に比べて低い傾向があることがわ

かった。 

②学期中に複数のレポートを課す授業で、各レポートの参考文献の選択と出典の表記がどのよ

うに変化したかを検討した結果、期末レポートでは、学期当初のレポートに比べてより信頼性の

高い参考文献が選択されていることがわかった。文中の出典表記や引用表現もより適切なもの

へと変化したことが確認された。インタビューの回答から、こうした変化には教師や他の受講生

からのフィードバックが影響したことが示唆された。 

だが、期末レポートにおいても、依然として使用される引用表現は限定されており、参考文献

の選択や引用符の使用に不適切なものが残ることがわかった。問題点のいくつかはインタビュ

ー中に学習者が自ら指摘できていたことから、引用の規則を知識としては持っていても運用の

際にその知識が十分に反映されなかったことが考えられる。読解でのつまずきについては学習

者自身が気づいていなかったり、ピア・フィードバックが行われてなかったりする場合も多く、

教師からの支援が必要であると考えられる。日本語母語話者、日本語学習者の双方にとって引用

は非常に困難なものであり、その習得には根気強い指導が必要であると言える。 

(2)日本語学習者対象の読解授業での調査 

読解授業で留学生が作成した読解ノートとそのノートに基づく説明文（筆記再生）と口頭での

報告（口頭再生）を分析した結果、読解ノートは文章の要点理解の促進と外部記憶として機能し、

自分の言葉での言い換えを促すのに有効であることが確認された。だが、読解の時点、及び読解

ノートから筆記再生や口頭再生をする時点で、問題が生じる場合があることが明らかになった。

ノートに記録されていないが筆記・口頭再生された情報も一定程度あるため、読解ノートだけで

は、どのような表象が構築されていたかを把握することはできない。今後は、再生課題後のイン

タビューを行うといった方法により、内容理解を検証する必要がある。 

(3)指導方法と教材の開発 

上述の分析結果を踏まえて、留学生向けの読解授業及びライティング授業での指導実践を行

った。授業では引用の機能や表記方法の知識不足、引用文献の選択におけるつまずきに対応する



ため、その留意点を解説した教材と練習用の課題を作成した。文献選択の留意点については初年

次生向けのレポート教材である『東北大学レポート指南書』の改訂版にも盛り込んだ。また、読

解ノート作成のコツを解説した教材を作成し、ウェブサイトにて公開した。その他の開発教材に

ついても、内容と書式を整えた上で順次公開する予定である。 
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